
大
正
五
年
の
東
京
美
術
学
校
改
革
運
動
に
つ
い
て
は
本
校
年
報
、

『
東
京
美

術
学
校
校
友
会
月
報
』
等
の
公
式
、
準
公
式
記
録
に
は
一
切
記
載
さ
れ
て
い
な

い
が
、
当
時
の
諸
新
聞
、
諸
雑
誌
が
大
き
く
こ
れ
を
採
り
上
げ
て
お
り
、

ま

た
、
卒
業
生
委
員
対
正
木
直
彦
校
長
の
質
疑
応
答
記
録
（
尾
崎
尚
文
氏
提
供
）
そ

の
他
の
資
料
も
残
っ
て
い
る
の
で
、
運
動
の
経
過
を
辿
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ

こ
に
は
、
公
式
記
録
の
上
に
は
現
れ
え
な
い
よ
う
な
本
校
の
諸
問
題
が
浮
き
彫

り
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

生
徒
の
風
紀
取
締
り
の
強
化
に
つ
い
て
は
既
に
た
び
た
び
触
れ
て
ぎ
た
が
、

大
正
五
年
一
月
八
日
に
至
り
、
講
堂
で
恒
例
の
始
業
式
が
行
わ
れ
た
際
、
新
任

の
生
徒
監
兼
幹
事
大
村
西
崖
は
校
長
の
意
を
受
け
て
風
紀
取
締
り
に
関
す
る
訓

日
③
 

其

右
藝
位
審
査
會
二
於
テ
エ
術
二
関
ス
ル
藝

位
ヲ
授
ク
ヘ
キ
藝
能
ア
リ
ト
認
メ
ク
リ
初
テ

年

勅

令

第

琥

二

依

リ

妓

ニ

ノ

藝

位

ヲ

授

ク

一

省

一

年

月

日

一

印

一

文
部
大
臣
位
勲
功
爵
氏
名
固

東
京
美
術
学
校
改
革
運
動

改
革
運
動
の
発
端

・
風
紀
取
締
り

割
印
番
号

藝
位
記族

籍
位
勲
功
爵

氏
名

示
を
行
い
、
次
い
で
禁
止
項
目
を
記
し
た
掲
示
を
出
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
生

徒
の
中
に
は
強
く
反
発
す
る
も
の
が
あ
り
、
掲
示
が
引
き
剣
が
さ
れ
る
な
ど
の

こ
と
が
あ
っ
て
、
不
穏
な
空
気
が
生
じ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
新
聞
は
次
の
よ
う

に
報
じ
て
い
る
。

●
美
術
學
校
の
断
髪
令

▽
営
局
と
生
徒
の
葛
藤

美
術
學
生
と
云
へ
ば
誰
で
も
す
ぐ
思
浮
ぶ
圏
は
、
か
の
房
々
と
し
た
黒
髪
の

美
と
、
大
柄
な
縞
物
の
外
套
を
風
に
打
た
せ
て
、
窟
生
箱
を
無
雑
作
に
ブ
ラ

下
た
い
か
に
も

△
自
由
な
姿
と
で
。
｛
是
に
こ
の
特
異
な
姿
こ
そ
彼
等
の
美
に
捧
げ
た
尊
い
生

活
の
表
徴
と
も
云
ふ
可
き
も
の
で
あ
っ
た
、
と
こ
ろ
が
本
月
八
日
の
上
野
美

術
學
校
の
始
業
式
に
正
木
校
長
は
生
徒
監
大
村
西
崖
氏
を
し
て
次
の
如
き
厳

か
な
る
訓
示
を
為
さ
し
め
た

一
、
長
髪
に
て
登
校
す
る
を
許
さ
ず

二
、
和
服
に
て
登
校
す
る
を
許
さ
ず

三
、
縞
物
の
外
套
を
着
て
登
校
す
る
を
許
さ
ず

郎
ち
美
術
學
生
は
こ
れ
ま
で
の
す
べ
て
の
風
姿
を
愛
へ
て
、
例
え
ば
彼
の
高

師
の
生
徒
の
如
く
し
て
登
校
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
4

な
っ
た
の
で
あ
る
、
正

木
校
長
並
に
大
村
西
崖
氏
而
し
て
そ
の
背
後
な
る
東
益
美
術
會
の
人
々
は
之

を
以
て
官
立
學
校
の
面
目
の
為
め
と
揺
じ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
由
来
自
由
を

尊
重
し
個
性
の
獨
立
に
敏
感
な
る
美
術
學
生
は
こ
の
個
人
の
趣
味
ま
で
限
定

せ
ん
と
す
る
訓
示
に

△
獣
従
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
加
之
に
平
生
の
正
木
校
長
の
官
僚
主
義
劃

一
主
義
に
到
す
る
不
満
も
あ
る
の
で
、
此
度
の
物
々
し
き
断
髪
令
が
導
火
線
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と
な
っ
て
、
同
校
生
徒
は
ま
さ
に
正
木
校
長
並
に
大
村
西
崖
氏
の
個
人
と
し

さ
か
ね
じ

て
の
操
行
を
ま
で
抽
立
し
て
逆
捻
を
喰
は
さ
ん
も
の
と
大
に
氣
勢
を
高
め
て

ゐ
る
と
の
事
で
あ
る

（
大
正
五
年
一
月
二
十
四
日
『
読
売
新
聞
』）

●
新
規
則
に
不
満

▽
美
術
學
校
の
生
徒
取
締

冬
休
み
が
演
ん
で
間
も
な
い
一
月
十
七
日
東
京
美
術
學
校
の
掲
示
場
に
は
新

に
幹
事
、
理
事
と
い
ふ
も
の
が
教
授
助
赦
授
の
中
か
ら
任
命
さ
れ
た
其
顔

〔
生
徒
〕

燭
は
幹
事
（
即
ち
學
生
監
）
大
村
西
崖
氏
理
事
結
城
貞
松
（
日
本
霊
）
和
田

英
作
（
洋
聾
）
白
井
保
次
郎
（
彫
刻
）
島
田
佳
突
（
闘
案
）
古
宇
田
宜
（
同
）

海
野
美
盛
（
金
工
）
櫻
岡
三
四
郎
（
錨
造
）
石
井
吉
次
郎
（
漆
エ
）
結
城
林

蔵
（
製
版
科
）
鎌
田
禰
壽
〔
紐
（
臨
時
窟
員
科
）
白
濱
翫
墨
戸
雌
｝
の
十
一
氏
て

▲
理
事
の
仕
事
は
幹
事
を
扶
け
叉
幹
事
の
相
談
を
受
け
て
學
生
の
風
紀
を
取

た
づ

締
っ
た
り
或
は
各
科
の
庶
務
に
開
さ
は
る
の
で
あ
る
が
此
掲
示
が
狽
表
さ
れ

る
と
同
時
に
大
村
新
幹
事
は
學
生
を
講
堂
に
集
め
て
長
髪
を
禁
ず
る
と
か
外

套
の
色
合
を

一
定
す
る
と
か
種
々
の
訓
戒
を
典
へ
た
而
し
て
其
骨
子
た
る

べ
き
規
則
二
十
三
箇
條
は
「
學
生
は
校
の
内
外
を
問
は
ず
荀
も

▲
異
様
の
容
姿
を
な
し
本
校
生
徒
た
る
の
憫
面
を
汚
す
等
の
畢
動
あ
る
べ
か

ら
ず
」
と
い
ふ
の
を
第
一
條
に
置
い
て
堂
々
二
十
三
箇
條
が
二
三
日
前
生
徒

控
室
に
掲
示
さ
れ
る
に
至
っ
た
大
整
の
要
旨
は
他
學
校
に
於
け
る
生
徒
心

わ
ざ

l‘

得
と
大
同
小
異
で
新
入
學
生
を
訓
戒
す
る
の
な
ら
兎
も
角
今
頃
態
々
掲
示
す

る
と
い
ふ
の
も
妙
な
諄
だ
が
今
迄
餘
り
自
由
に
育
つ
て
来
た
美
術
學
生
に
取

つ
て
此
規
則
は
宜
に

▲
青
天
の
霧
懲
と
も
見
る
べ
く
従
っ
て
一
部
學
生
に
は
多
少
不
満
の
磐
の
あ

る
こ
と
は
前
記
新
任
理
事
の
掲
示
板
が
何
者
か
に
縦
横
に
抹
消
さ
れ
て
居
る

の
で
も
判
る
、
更
に
聞
く
所
に
依
る
と
此
規
則
に
不
平
あ
る
學
生
は
某
々
等

二
三
の
後
援
に
よ
っ
て
校
長
や
新
幹
事
の
排
斥
を
企
岡
し
居
る
さ
う
で
あ
る

（
同
年
同
月
二
十
五
日
『
東
京
朝
日
新
聞
』）

右
の
一
月
十
七
日
に
掲
示
さ
れ
た
「
規
則
二
十
三
箇
条
」
と
い
う
の

は
本
校

の
「
生
徒
心
得
」
二
十
三
箇
条
（
明
治
四
十
二
年
改
正
。
毎
年
の
『
東
京
美
術
学
校

一
覧
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。）
と
思
わ
れ
、
別
に
新
し
い
規
則
で
も
な
い
が
、
こ

れ
を
敢
て
生
徒
控
室
に
掲
示
し
た
こ
と
が
始
業
式
に
於
け
る
西
崖
の
細
か
な
訓

示
と
相
ま
っ
て
生
徒
の
反
感
を
呼
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
記
事
に
引
き

続
い
て「

長
髪
は
相
成
ら
ぬ
」
一
月
二
十
四
日
『
都
新
聞
』

「
美
術
学
校
長
髪
問
題
の
紛
擾
」
同
月
二
十
五
日
同
紙

「
長
髪
騒
ぎ
」
同
日
同
紙

断
髪
令
に
つ
い
て
（
タ
イ
ト
ル
な
し
）
同
日
『
大
阪
朝
日
新
聞
』

「
美
術
学
校
の
風
紀
問
題
」
同
月
二
十
六
日
『
東
京
朝
日
新
聞
』

「
学
生
間
の
紀
律
」
同
日
『
万
朝
報
』

「
長
髪
は
肩
ま
で
」
同
日
『
中
央
新
聞
』

「
正
木
美
術
学
校
長
排
斥
運
動
」
同
日
『
読
売
新
聞
』

「
卒
業
生
亦
起
つ
豆
罪
鰐
霰
止
」
同
日
『
都
新
聞
』

「
髪
と
マ
ン
ト
と
絵
具
箱
の
問
題
」
同
日
『
時
事
新
報
』

「
主
任
教
授
辞
職
の
唸
」
同
月
二
十
七
日
『
都
新
聞
』

「
長
髪
は
相
成
ら
ぬ
」
同
月
二
十
六
日
『
山
陽
新
報
』
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断
髪
令
に
つ
い
て
（
タ
イ
ト
ル
な
し
）
同
日
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
（
「
天
声
人

「
東
京
美
術
学
校
改
革
裏
面

認
』
」
同
月
二
十
八
日
『
国
民
新
聞
』

風
紀
取
締
り
（
ク
イ
ト
ル
な
し
）
同
日
『
読
売
新
聞
』
（
「
豆
え
ん
筆
」
欄
）

「
東
京
美
術
の
学
生
へ
」
同
日
『
都
新
聞
』
（
同
紙
に
長
髪
と
縞
の
外
套
着

用
の
美
校
生
の
写
真
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
）

し
立

「
長
髪
と
マ
ン
ト
を
止
め
て
了
へ
と
言
は
れ
て
慣
慨
し
た
東
京
美
術
学
校
の

生
徒
」
同
日
『
大
阪
時
事
新
報
』

断
髪
令
に
賛
成
（
タ
イ
ト
ル
な
し
）
同
月
二
十
九
日
『
東
京
毎
日
新
聞
』

そ
の
他
の
記
事
が
現
わ
れ
、
賛
否
両
論
、
地
方
紙
ま
で
こ
の
問
題
で
紙
面
を
賑

わ
せ
た
。
こ
れ
ら
の
中
で
一
月
二
十
六
日
の
『
時
事
新
報
』
に
は
生
徒
の
反
撥

に
対
す
る
校
長
の
談
話
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
こ
れ
は
學
校
と
し
て
今
俄
か
に
起
つ
た
問
題
で
は
な
い
、
言
は
4

我
々
の

あ
ら
た

立
場
か
ら
見
て
、
生
徒
一
同
が
校
則
を
守
る
べ
し
と
い
ふ
趣
旨
を
更
め
て
掲

示
も
し
、
通
逹
も
し
た
様
な
次
第
で
あ
る
一
騰
あ
の
髪
を
長
く
す
る
風
は

い
は

何
の
謂
れ
か
解
り
兼
ね
る
、
あ
れ
は
西
洋
で
十
六
世
紀
頃
、
佛
國
邊
の
藝
術

家
な
ど
が
盛
ん
に
や
っ
た
風
俗
ら
し
い
が
生
徒
が
、
そ
の
風
を
員
似
て
居
る

ら
し
い
、
そ
れ
を
髪
を
短
く
し
ろ
と
い
つ
て
も
無
理
じ
や
あ
る
ま
い

規
則
通
り
制
服
制
帽
に
す
る
事
も
、
入
學
嘗
初
心
得
べ
き
こ
と
で
、
第
一

若
い
生
徒
逹
が
キ
チ
ン
と
し
た
風
を
し
て
居
な
い
で
ズ
ル
人
＼
‘し
た
外
套
を

着
た
り
、
愛
な
鳥
打
を
冠
つ
て
居
る
と
學
校
の
生
徒
と
見
え
な
い
と
い
ふ
心

か
ら
、
自
然
と
怪
し
い
所
へ
も
遊
び
に
入
る
、
高
等
學
校
の
生
徒
な
と
は
制

帽
は
必
ず
冠
つ
て
居
る
様
で
あ
る
が
要
す
る
に
あ
4

い
ふ
風
に
學
生
の
風
紀

語
」
欄
）

午
前
登
校
長
原
中
村
二
氏
卜
来
ル

水

〔生
徒
〕

次
に
何
故
今
度
更
め
て
掲
示
し
た
か
と
い
ふ
と
従
来
は
學
生
監
と
い
ふ
者

は
営
校
に
無
か
っ
た
、
尤
も
奮
服
ま
で
は
赦
務
主
任
が
そ
の
事
を
司
つ
て
居

た
が
そ
れ
は
陽
官
で
あ
っ
た
か
ら
監
督
す
る
方
で
も
手
加
減
が
あ
っ
た
と
思

ふ
、
今
度
は
常
校
の
一
回
卒
業
生
で
あ
り
、
且
つ
数
授
で
あ
る
大
村
氏
が
藷

〔
生
徒
〕

騰
新
に
學
生
監
と
な
っ
た
か
ら
、
そ
こ
で
更
め
て
掲
示
し
た
の
で
あ
る
が
、

生
徒
も
何
事
も
な
く
営
校
の
規
則
を
守
つ
て
長
髪
の
者
も
短
か
く
し
て
登
校

し
て
居
る
、
大
分
騒
が
し
い
よ
う
に
世
間
で
取
沙
汰
し
て
居
る
が
、
あ
れ
は

生
徒
の
中
で
新
聞
に
投
書
で
も
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
」

生
徒
の
風
紀
取
締
は
幹
事
、
理
事
、
生
徒
監
を
設
置
し
、
教
務

・
庶
務
内
規

を
整
備
し、

生
徒
の
風
紀
粛
正
や
職
員
の
勤
務
時
間
励
行
等
を
実
施
し
よ
う
と

い
う
校
規
振
粛
方
針
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
こ
れ
は
生
徒

の
反
感
を
買
っ
た
だ
け
で
な
く
、
右
の
よ
う
な
方
針
を
学
校
当
局
が
一
方
的
に

決
定
し
た
こ
と
に
対
し
て
教
師
の
中
に
も
反
撥
す
る
者
が
あ
り
、
特
に
西
洋
画

科
を
中
心
に
正
木
校
長
批
判
が
高
ま
っ
た
。
『
黒
田
清
輝
日
記
』
第
四
巻
（
昭

和
四
十
二
年
。
中
央
公
論
美
術
出
版
）
の
次
の
記
述
は
校
内
に
不
穏
な
気
配
が
生
じ

一
月
十
七
日

リ

月

晴

午
前
十
時
登
校
十
一
時
二
至
リ
校
長
ョ
リ
規
則
改
正
二
付
説
明
及
訓
諭
ア

今
回
ノ
改
正
ハ
學
生
ノ
監
督
二
閥
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
…
…
…
…

一
月
十
九
日

て
き
た
こ
と
を
も
の
語
る
。

が
厳
粛
に
な
っ
て
貰
い
た
い
も
の
で
あ
る

廿
五
日
数
員
會
ヲ
開
催
ス
ル
コ
ト
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ヲ
相
談
七
リ

国
民
美
術
協
会

反
抗
運
動
が
起
こ
っ
た
際
に
、
火
に
油
を
注
い
だ
の
は
大
正
三
年
に
不
本
意

に
も
辞
職
し
た
岩
村
透
で
あ
っ
た
。
彼
は
自
ら
主
宰
す
る
『
美
術
週
報
』
や
そ

の
他
の
新
聞
、
雑
誌
に
正
木
校
長
批
判
論
や
美
術
学
校
改
革
論
を
執
筆
し
て
世

論
を
喚
起
し
、
国
民
美
術
協
会
を
動
か
し
て
美
術
学
校
の
現
状
調
査
と
改
革
案

の
提
出
を
さ
せ
る
と
い
う
挙
に
出
た
。

大
正
四
年
二
月
三
日
、
上
野
韻
松
亭
で
国
民
美
術
協
会
の
評
議
会
が
開
か

れ
、
黒
田
清
輝
、
岩
村
透
、
和
田
英
作
、
岡
田
三
郎
助
、
新
海
竹
太
郎
、
石
井

柏
亭
、
永
地
秀
太
、
北
村
四
海
、
石
川
確
治
、
合
田
清
、
黒
田
鵬
心
ら
が
出

席
。
予
定
の
議
事
終
了
後
、
石
井
柏
亭
が

「
東
京
美
術
學
校
の
現
状
特
に
近
時
の
施
設
は
我
美
術
数
育
上
果
し
て
適
営

な
る
や
否
や
此
際
調
査
の
必
要
あ
り
と
認
む
尚
調
査
の
結
果
に
依
て
は
文

部
省
に
建
議
す
べ
ぎ
必
要
あ
る
を
以
て
會
頭
指
命
の
下
に
十
名
の
調
査
委
員

を
畢
る
事
」

と
い
う
決
議
案
（
岩
村
透
、
石
井
柏
亭
、
朝
倉
文
夫
、
坂
井
犀
水
記
名
）
を
提
出
し

た
。
一
同
こ
れ
に
賛
成
し
た
が
、
決
議
の
時
点
で
東
京
美
術
学
校
教
師
で
あ
る

黒
田
、
岡
田
、
和
田
、
合
田
ら
は
一
応
退
会
し
た
。
調
査
委
員
に
選
ば
れ
た
の

は
石
井
柏
亭
、
坂
井
犀
水
、
岩
村
透
、
朝
倉
文
夫
、
永
地
秀
太
、
吉
川
霊
華
、

平
福
百
穂
、
黒
田
鵬
心
で
委
員
長
に
は
永
地
が
選
ば
れ
た
。
か
く
て
問
題
は
大

口
起
ス
ル
ヤ
モ
圏
ラ
レ
ズ

一
昨
日
登
表
ノ
制
度
ハ
餘
リ
ニ
消
極
的
ナ
レ
バ
其
内
何
力
惹

き
く
な
り
、
連
日
各
紙
が
経
過
を
報
じ
、
あ
る
い
は
美
術
学
校
の

「積
弊
」
を

発
き
、
あ
る
い
は
名
士
の
意
見
を
載
せ
、
或
い
は
椰
楡
す
る
な
ど
し
て
一
般
の

関
心
を
煽
っ
た
。
そ
の
中
で
二
月
二
十
一
日
の
『
国
民
新
聞
』
は
改
革
派
の
中

心
人
物
岩
村
透
の
次
の
よ
う
な
論
説
を
掲
げ
た
。

東
京
美
術
學
校
問
題
の
要
黙
岩
村
透

東
京
美
術
學
校
に
就
て
、
近
頃
、
日
々

、
都
下
の
新
聞
紙
に
現
る
4
記
事
は

謳
々
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
て
、
平
素
か
ら
、
此
學
校
に
就
て
注
意
を
彿
は
ぬ
、

又
、
美
術
教
育
な
る
も
の
に
、
直
接
、
闊
係
無
い
人
々
に
は
、

一
向
に
合
黙

の
ゆ
か
ぬ
こ
と
と
推
察
す
る
所
か
ら
其
員
相
を
知
ら
ん
と
す
る
人
々
の
参
考

と
し
て
、
故
に
其
要
黙
を
指
摘
し
よ
う
。

煎
じ
詰
め
る
と
、
此
問
題
は
、
先
づ
、
校
の
内
部
と
外
部
の
二
つ
に
謳
分
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、

H
學
校
内
部
に
開
す
る
問
題
は
、
い
美
術
學

校
な
る
も
の
は
、
其
の
数
育
方
法
上
、
普
通
官
立
學
校
の
如
き
紀
律
に
依
つ

て
學
生
を
取
締
る
べ
き
も
の
か
、
或
は
、
特
殊
の
取
調
を
要
す
る
か
、
⑧
美

術
學
校
の
数
育
に
あ
た
る
教
授
等
は
、
普
通
學
校
教
授
の
如
く
、
絶
え
ず
数

室
に
留
ま
る
べ
き
必
要
あ
る
か
、
或
は
、
無
い
か
、
の
二
つ
の
問
題
で
あ
る
。

此
の
二
つ
の
問
題
は
、
執
れ
も
、
美
術
赦
育
方
法
に
開
す
る
根
本
的
問
題
で

あ
っ
て
、
人
事
上
の
問
題
で
も
な
け
れ
ば
、
叉
、感
情
上
の
問
題
で
も
無
い

。

東
京
美
術
學
校
は
、
過
去
約
二
十
年
の
間
、
其
の
数
育
方
法
に
於
て
も
、
學

生
の
取
締
に
於
て
も
、
亦
、
教
授
の
出
勤
時
間
に
於
て
も
、

他
の
普
通
の
學

校
と
は
、
全
く
異
な
っ
た
る
特
殊
の
精
神
を
土
豪
と
し
て
、今
日
に
至
っ
た
。

然
る
に
、
去
日
、
十
七
日
、
學
校
校
長
は
、
突
然
、
数
育
方
法
に
就
て
の
重

大
な
る
愛
更
に
就
て
は
、

一
應
の
協
議
が
あ
っ
て
然
る
べ
き
筈
な
る
、
各
科
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主
任
教
授
を
出
し
抜
き
、
廿
年
間
、

一
種
の
慣
例
的
規
則
と
な
り
束
っ
た
、

自
由
な
る
又
、
特
殊
な
る
数
育
精
誹
を
放
棄
し
て
、
普
通
の
官
立
學
校
に
適

営
な
る
束
縛
的
、
規
則
的
教
育
主
義
を
基
礎
と
す
る
、
學
生
風
紀
取
締
と
、

数
員
勤
務
の
勘
行
を
厳
逹
し
た
。
然
る
に
、
學
校
教
師
の
一
部
分
、
殊
に
、

洋
甕
科
に
屈
す
る
教
授
、
助
教
授
等
は
、
自
己
の
確
信
す
る
美
術
學
生
数
育

の
方
法
と
校
長
の
そ
れ
と
が
、
全
然
、
反
到
で
あ
る
こ
と
を
焚
見
し
た
。
彼

等
は
校
長
の
精
紳
を
以
て
、
到
底
、
本
営
な
る
美
術
教
育
を
為
し
得
ぬ
愚
劣

な
る
も
の
と
し
て
、
校
長
の
厳
逹
を
無
視
し
、
従
末
の
主
義
、
方
法
を
一
切

改
め
ず
、
遂
に
今
日
に
及
む
で
居
る
。
妓
に
於
て
、
學
校
内
部
に
於
る
第
三

の
問
題
が
生
じ
た
。
郎
ち
、
⑪
校
長
は
、
一
っ
は
、
自
己
の
主
義
断
行
上
、

又
―
つ
は
、
學
校
監
理
者
と
し
て
、
政
府
嘗
局
者
の
代
表
者
と
し
て
の
威
厳

を
保
持
す
る
為
、
是
等
の
明
白
な
る
反
抗
者
を
慮
分
す
る
か
、
或
は
、
自
己

の
不
明
を
覺
つ
て
、
辟
退
す
る
か
、
の
問
題
で
あ
る
。
此
の
三
つ
の
問
題

が
、
學
校
内
部
に
於
け
る
本
幹
的
問
題
で
あ
っ
て
、
他
は
悉
く
枝
葉
の
問
題

で
あ
る
。

こ
の
校
の
内
部
に
起
つ
た
問
題
の
稜
現
に
刺
戟
せ
ら
れ
て
、
敷
年
来
、
有
識

美
術
家
の
間
に
行
は
れ
た
、
東
京
美
術
學
校
に
封
す
る
改
菩
の
案
件
計
甕

が
、
口
外
部
に
現
は
れ
た
。
即
ち
、
我
等
同
志
の
論
議
し
、
要
求
し
、
努
力

し
つ

4
あ
る
所
の
も
の
で
あ
る
。
外
部
か
ら
の
要
求
は
、
い
東
京
美
術
學
校

組
織
の
現
朕
を
以
て
甚
だ
不
純
な
る
者
と
認
め
、
直
接
、
美
術
教
育
に
開
係

無
い
赦
科
を
整
理
し
て
、
慎
正
無
垢
な
る
美
術
家
教
育
場
と
す
る
事
、
③
現

時
の
組
織
の
一
部
を
、
営
分
の
間
、
此
儘
に
据
置
く
と
し
て
も
、
現
在
教
師

中
、
明
か
に
無
能
な
る
者
、
品
性
下
劣
な
る
者
、
老
朽
せ
し
者
、
冗
員
と
し

て
認
む
べ
き
者
を
淘
汰
す
る
事
、
仰
美
術
教
育
に
就
て
理
解
も
興
味
も
薄
弱

新
聞
に
披
る
と
、
文
部
嘗
局
者
は
、
今
度
の
美
術
學
校
問
題
を
以
て
、
例
の

な
る
其
代
り
に
、
情
宜
濃
厚
に
し
て
、
教
師
の
任
免
、
信
任
に
於
て
、

兎

角
、
私
に
流
れ
、
而
も
甚
だ
芳
ば
し
か
ら
ざ
る
風
聞
を
博
へ
ら
れ
、
美
術
學

校
支
配
者
と
し
て
、
最
早
、
信
用
な
き
、
不
適
嘗
な
る
現
任
校
長
を
啜
す
る

事
、
匂
邦
聾
赦
育
の
方
針
を
確
定
す
る
と
同
時
に
、
自
然
聾
と
云
ふ
を
正
嘗

と
す
る
所
謂
洋
聾
な
る
も
の
を
確
認
す
る
事
、
の
此
四
條
件
で
あ
る
。

此
四
條
件
の
質
行
方
法
と
し
て
は
我
等
同
志
は
、
我
等
の
隔
す
る
國
民
美
術

協
會
を
鞭
撻
し
て
、
調
査
員
を
畢
げ
し
め
、
校
の
現
状
を
詳
細
に
調
査
せ
し

め
、
我
等
の
開
係
す
る
『
中
央
美
術
』
『
美
術
週
報
』
を
初
め
と
し
て
同
情

あ
る
諸
種
の
新
聞
、
雑
誌
を
以
て
校
の
改
菩
を
要
す
る
諸
黙
を
論
議
し
指
摘

し
て
、
正
嘗
な
る
輿
論
の
喚
起
に
努
め
つ

4

あ
る
が
、
尚
、
今
後
は
徐
々
と

し
て
、
我
が
美
術
界
に
於
け
る
有
力
な
る
人
士
の
翼
賛
を
仰
ぎ
、
政
府
要
路

の
人
々
に
し
て
、
此
方
面
に
開
係
あ
り
、
興
味
を
有
す
る
人
人
の
間
に
奔
走

し
て
、
我
等
の
所
信
を
具
陳
し
、
尚
、
事
面
倒
に
至
ら
ば
、

我
國
に
於
て

は
、
鐵
面
皮
な
る
官
吏
を
動
か
す
唯
一
の
方
法
な
る
刑
事
問
題
を
も
提
起
せ

ん
覺
悟
で
あ
る
。
我
等
同
志
に
は
何
等
の
野
心
も
無
く
、
私
情
も
無
く
、
又

怨
恨
も
無
い
。
憚
り
乍
ら
、
我
等
同
志
は
今
の
美
術
學
校
に
塞
動
す
る
或
る

種
の
人
々
と
は
、
二
た
ケ
タ
、
三
ヶ
タ
上
位
の
人
間
と
心
得
て
居
る
。
我
等

の
心
事
が
彼
等
の
想
像
す
る
が
如
ぎ
も
の
で
あ
る
か
、
否
や
は
、
仕
上
げ
の

上
に
御
覧
じ
る
が
宜
し
い
。

通
り
の
、
普
通
あ
り
振
れ
た
る
學
校
騒
動
と
見
倣
し
て
居
る
と
云
ふ
。
大
愛

な
誤
解
で
あ
る
。
今
度
の
問
題
は
感
情
上
の
問
題
で
は
無
い
、
純
粋
な
る
理

智
の
問
題
で
あ
る
。
其
證
捩
は
、
學
校
に
何
等
の
動
揺
無
く
教
師
も
生
徒
も

常
日
の
如
く
課
業
に
従
事
し
つ
4

あ
る
の
で
解
る
。
問
題
は
根
本
的
で
あ
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る
。
鋭
利
な
る
歯
痛
で
無
く
し
て
、
深
大
な
る
内
蔵
の
破
損
で
あ
る
。
書
生

の
問
題
で
無
く
、
全
美
術
界
の
問
題
で
あ
る
。
営
局
者
が
重
大
な
る
も
の
と

認
む
る
だ
け
そ
れ
丈
解
決
は
早
ま
る
。
併
し
、
認
む
る
も
認
め
ぬ
も
、
我
等

は
、
飽
く
ま
で
も
、
重
大
な
る
問
題
と
す
る
決
心
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
岩
村
は
校
内
に
反
抗
運
動
が
起
こ
っ
た
の
を
機
に
、
正
木
校

長
排
斥
と
学
校
改
革
の
運
動
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
し
た
。
美
術
界
の
み
な
ら
ず

政
界
を
も
動
か
し
て
根
本
的
改
革
の
要
求
を
貫
徹
す
る
と
い
う
強
硬
な
姿
勢
を

示
し
た
の
で
あ
っ
た
。

回

東
台
美
術
会

大
正
四
年
末
に
本
校
を
卒
業
し
て
本
校
教
師
と
な
っ
て
い
る
人
々
が
中
心
と

な
っ
て
卒
業
生
の
団
体
で
あ
る
東
台
美
術
会
を
結
成
し
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た

が
、
会
長
正
木
直
彦
が
指
名
し
た
同
会
理
事
(
+
名
）
中
の
大
村
西
崖
、
白
井

雨
山
、
桜
岡
三
四
郎
、
島
田
佳
突
、
白
浜
徴
、
和
田
英
作
、
結
城
素
明
ら
は
正

木
に
よ
っ
て
東
京
美
術
学
校
幹
事
、
理
事
に
も
任
命
さ
れ
、
そ
れ
と
同
時
に
校

規
振
粛
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
た
め
、
彼
ら
に
学
閥
を
利
用
し
て
美
術
学
校
お

よ
び
美
術
界
に
勢
力
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
野
心
が
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を

一
般
に
与
え
た
。
ま
た
、
同
会
は
、
学
閥
や
派
閥
を
超
え
て
美
術
家
の
団
結
を

図
ろ
う
と
す
る
国
民
美
術
協
会
の
行
き
方
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
両

者
の
主
脳
部
の
考
え
に
は
対
立
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。

同
会
は
大
正
五
年
二
月
十
九
日
に
東
京
美
術
学
校
の
倶
楽
部
で
評
議
員
会
を

開
い
た
。
同
年
開
催
の
第

一
回
展
に
つ
い
て
協
議
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
不

穏
な
空
気
が
生
じ
、
展
覧
会
は
中
止
と
決
定
、
さ
ら
に
少
壮
派
か
ら
今
回
の
学

校
問
題
に
関
し
て
総
会
を
開
催
す
る
意
見
が
出
さ
れ
、
老
成
派
と
の
間
で
議
論

が
闘
わ
さ
れ
た
。
投
票
の
結
果
、
同
会
は
こ
の
問
題
に
対
し
て
静
観
の
態
度
を

と
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。

四
卒
業
生
大
会

東
台
美
術
会
の
大
村
西
崖
ら
老
成
派
に
提
案
を
退
け
ら
れ
た
少
壮
派
は
同
会

と
は
別
に
卒
業
生
大
会
を
開
い
て
討
議
す
る
こ
と
と
し
、

石
川
確
治
、

飯
塚

豊
、
橋
本
邦
助
、
橋
口
五
薬
、
小
川
千
蔵
、
小
倉
右
一
郎
、
大
野
隆
徳
、
大
給

近
清
、
大
槻
弐
雄
、
渡
辺
長
男
、
和
田
嘉
平
治
、
川
路
柳
虹
、
上
林
機
峰
、
加

藤
直
泰
、
田
中
卓
爾
、
武
石
弘
三
郎
、
中
沢
弘
光
、
中
野
営
―
―
-
、
久
保
提
多
、

山
下
新
太
郎
、
矢
崎
千
代
二
、
藤
井
浩
祐
、
小
寺
健
吉
、
小
坂
留
太
郎
、
朝
倉

文
夫
、
浅
井
定
吉
、
斎
藤
五
百
枝
、
坂
口
滝
之
助
、
菊
池
五
郎、

北
村
西
望
、

宮
川
安
信
、
柴
田
三
郎
、
嶋
斉
、
杉
浦
非
水
、
杉
浦
魁
そ
の
他
が
発
起
人
と
な

っ
て
在
京
卒
業
生
五
―
―

10名
に
檄
を
飛
ば
し
た
。

大
会
は
三
月
四
日
、
上
野
公
園
韻
松
亭
で
開
か
れ
、
約
九

0
名
出
席
。
河
辺

正
夫
が
座
長
と
な
り
、
斎
藤
五
百
枝
、
内
藤
伸
、
六
角
紫
水
ら
の
陳
述
が
あ
っ

た
後
、
朝
倉
文
夫
が
学
校
改
善
に
関
す
る
決
議
文
を
朗
読
（
反
対
者
あ
り
決
議
に

至
ら
な
か
っ
た
）
。
夜
半
ま
で
議
論
を
重
ね
た
結
果
、

国
民
美
術
協
会
に
も
東
台

美
術
会
に
も
属
さ
な
い
次
の
十
二
名
を
調
査
委
員
に
選
び
散
会
し
た
。

斎
藤
五
百
枝
、
橋
本
邦
助
、
内
藤
伸
、
小
坂
留
太
郎
、
大
槻
弐
雄
、
加
藤
直

泰
、
山
下
新
太
郎
、
柴
田
三
郎
、
小
寺
健
吉
、
矢
崎
千
代
二
、
近
藤
浩
、
松

山
省
三

こ
の
大
会
に
つ
い
て
は
東
京
の
各
紙
が
大
々
的
に
報
じ
、
改
革
派
の
動
向
を

普
く
伝
え
た
。
『
東
京
毎
日
新
聞
』
（
三
月
五
日
）
の
よ
う
に
「
所
謂
美
術
学
校

問
題
の
真
相
」
と
題
す
る
長
文
の
社
説
を
掲
げ
、
改
革
の
必
要
性
を
唱
え
た
新

聞
も
あ
っ
た
。
か
く
て
一
一
一
月
二
十
七
日
と
四
月
一
日
に
調
査
委
員
と
正
木
校
長
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と
の
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
不
正
暴
露
を
旨
と
す
る
「
東
京
美
術
学
校
問
題
第

一
回
調
査
報
告
書
」
（
大
正
五
年
七
月
。
矢
崎
千
代
二
以
下
九
名
編
集
発
行
）
が
配
布

さ
れ
た
。
こ
の
質
疑
応
答
の
模
様
は
調
査
委
員
が
作
成
し
た
速
記
録
に
克
明
に

記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
母
校
の
内
情
暴
露
の
み
に
留
る
報
告
書
が
緊
盛
を

買
っ
た
た
め
か
、
調
査
委
員
た
ち
が
正
木
校
長
弾
劾
に
乗
り
出
そ
う
と
し
て
開

い
た
第
二
回
卒
業
生
大
会
(
+
一
月
六
日
）
に
は
少
数
し
か
集
ま
ら
ず
、
大
会
が

成
立
し
な
か
っ
た
。

⑮

国

民

美

術

協
会
の
改
革
案

国
民
美
術
協
会
は
前
述
の
よ
う
に
調
査
委
員
を
選
出
し
、
三
月
七
日
に
評
議

委
員
会
を
開
い
て
第
一
回
調
査
報
告
を
な
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
直
ち
に
美
術

学
校
改
革
案
の
作
成
に
と
り
か
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ

の
中
心
と
な
っ
た
の

は
岩
村
透
で
あ
る
が
、
岩
村
は
国
民
美
術
協
会
を
利
用
し
て
私
憤
を
は
ら
そ
う

と
し
て
い
る
と
い
う
噂
が
流
れ
た
た
め
同
会
を
退
会
し
た
。
な
お
、

岩
村
の

『
美
術
週
報
』
は
東
京
美
術
学
校
問
題
に
関
し
、
し
ば
し
ば
出
版
条
例
に
悸
戻

し
た
言
論
を
掲
載
し
た
廉
に
よ
り
、
三
月
十
日
、
当
局
の
厳
達
に
よ
り
保
証
金

二
0
0
0円
を
収
め
て
爾
後
、
新
聞
条
令
に
従
っ
て
発
行
す
る
こ
と
と
な
り
、

そ
の
準
備
の
た
め
暫
く
休
刊
と
な
っ
た
（
三
月
十
一
日
『
時
事
新
報
』）。

四
月
十
四
日
、
石
井
柏
亭
、
朝
倉
文
夫
、
坂
井
犀
水
は
高
田
早
苗
文
部
大
臣

に
左
記
の
よ
う
な
美
術
学
校
改
革
案
を
提
出
す
る
と
と
も
に
そ
の
内
容
を
一
般

に
発
表
し
た
。

東
京
美
術
學
校
改
革
案

一
、
美
術

二
開
ス
ル
學
校
教
育
ハ
他
ノ
専
門
學
校
数
育
ト
ハ
特
異
ナ
ル
性
質

F
、
校
長
ハ
重
要
ナ
ル
施
設
方
針
二
闊
シ
テ
ハ
各
科
教
授
ノ
意
見
ヲ
尊
重

要
ト
ス
。

E
、
校
長
ハ
美
術
上
ノ
造
詣
深
キ
人
ニ
シ
テ
赦
育
家
ノ
資
格
ヲ
兼
ヌ
ル
ヲ

テ
別
科
ト
シ
テ
之
ヲ
設
ク
ル
コ
ト

コ
ト

ヲ
有
シ
最
モ
生
徒
ノ
個
性
ヲ
尊
重
シ
テ
其
天
稟
ヲ
焚
揮
セ
シ
ム
ベ
キ
モ
ノ
ナ

レ
バ
十
分
ナ
ル
理
解
ヲ
以
テ
之
二
適
シ
タ
ル
根
本
方
針
ヲ
確
立
ス
ル
コ
ト

二
、
純
美
術
ノ
學
校
卜
美
術
工
藝
ノ
學
校
ト
ヲ
赦
然
園
別
ッ
夫
々
適
嘗
ノ
方

針
ノ
下
二
赦
育
ス
ル
コ
ト

理
由
純
美
術
ノ
學
校
ハ
純
梓
ナ
ル
美
術
家
ヲ
養
成
ス
ル
モ
ノ
タ
ル
可

ク
、
美
術
工
藝
ノ
學
校
ハ
美
術
工
褻
家
ヲ
養
成
ス
ル
モ
ノ
タ
ル
可
ク
、
此

両
者
ハ
性
質
ヲ
異
ニ
ス
ル
ヲ
以
テ
其
教
育
ノ
方
針
モ
亦
之
ヲ
異
ニ
ス
ル
ヲ

要
ス
乃
チ
同
一
校
内
二
於
テ
教
育
ス
ル
ヨ
リ
モ
各
々
特
別
ナ
ル
組
織
ノ

下
二
赦
育
ス
ル
ヲ
至
裳
ト
ス

――-
、
純
美
術
學
校
學
制
ノ
網
領
ハ
左
ノ
如
キ
モ
ノ
ナ
ル
可
シ

A
、
教
育
ノ
方
針
ヲ
指
導
者
本
位
ト
シ

、
其
個
人
的
薫
化

二
重
キ
ヲ
置
ク

コ
ト
、
即
チ
各
科
二
敷
個
ノ
赦
室
ヲ
置
キ
各
数
室
ニ
―
人
ヅ
ツ
ノ
主
任
敦

授
ヲ
配
シ
生
徒
ヲ
シ
テ
其
欲
ス
ル
所
ノ
数
室
ヲ
選
バ
シ
メ
學
年
二
拘
ラ
ズ

修
學
ヲ
績
ケ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス

B
、
指
導
者
ハ
廣
ク
美
術
界
ョ
リ
技
能
人
格
勝
レ
タ
ル
適
任
者
ヲ
學
グ
ル

C
、
學
科
ヲ
分
チ
テ
綸
畳
及
彫
塑
ト
ス
（
建
築
ハ
之
ヲ
閑
ク
）

D
、
洋
甕
、
日
本
聾
ノ
別
ヲ
啜
シ
テ
箪
ナ
ル
縮
霊
科
ト
ン

、
彫
塑
科
卜
共

ニ
世
界
ノ
進
運
二
後
レ
ザ
ル
教
育
法
ヲ
施
ス
コ
ト
。
但
シ
四
條
狩
野
、

土
佐
、
澳
聾
等
ノ
古
典
的
諸
聾
振
及
日
本
式
木
彫
等
ハ
保
存
ノ
意
味

二
於
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ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス

四
、
美
術
工
藝
學
校
學
制
ノ
網
領
ハ
左
ノ
如
キ
モ
ノ
ナ
ル
可
シ

A
、
装
飾
美
術

(Decorative
A
r
t
)
ノ
根
本
義
ヲ
赦
へ
各
種
工
藝
ノ
技

術
ヲ
宜
修
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス

B
、
學
科
ヲ
分
チ
テ
圏
案
卜
宜
技
ト
シ

、
囮
案
ヲ
平
面
、
立
罷
ノ
ニ
部
ニ

分
チ
、
宜
技
ヲ
分
チ
テ
金
工
、
漆
エ
、
陶
エ
、
繍
織
、
錨
造
等
ト
ス

C
、
校
長
及
指
導
者
ノ
選
任
二
閲
ッ
テ
ハ
純
美
術
學
校
ノ
ソ
レ
ト
異
ナ
ル

所
ナ
シ

〔
も
つ
〕

今
東
京
美
術
學
校
ノ
現
欣
ヲ
賂
テ
之
ヲ
前
掲
ノ
改
革
案
二
照
ラ
ス
時
ハ
幾

多
ノ
鉄
陥
ヲ
露
出
ス
可
シ

、
吾
人
ハ
左
二
其
要
黙
ヲ
掲
ゲ
ソ

一
、
現
在
ノ
東
京
美
術
學
校
ニ
ハ
確
タ
ル
数
育
上
ノ
根
本
方
針
ナ
シ

二
、
其
學
科
二
就
キ
テ
ハ
純
美
術
ノ
諸
科
卜
美
術
工
藝
ノ
諸
科
卜
交
錯
ス
ル

〔
マ
マ
〕

ノ
ミ
ナ
ラ
ズ

、
近
ク
圏
蜜
、
数
員
蓑
成
ヲ
目
的
ト
ス
ル
圏
霊
師
範
科
ヲ
増
設

シ
、
又
科
學
的
藝
術
者
ノ
養
成
ヲ
目
的
ト
ス
ル
窯
箕
科
及
製
版
科
ヲ
増
設
シ

テ
著
シ
ク
美
術
學
校
本
来
ノ
性
質
ヲ
涸
濁
セ
シ
メ
且
ッ
其
教
育
方
針
ヲ
紛
吼

七
シ
メ
タ
リ

三
、
綸
畳
、
彫
塑
等
純
美
術
ノ
教
育
ハ
指
導
本
位
ナ
ラ
ズ

、
學
年
二
従
ッ
テ

教
員
ヲ
異
ニ
ス
ル
ヲ
以
テ
其
数
ヘ
ヲ
受
ク
ル
生
徒
ヲ
ジ
テ
疑
惑
二
陥
ラ
シ
メ

数
育
ノ
放
果
ヲ
完
ウ
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ

四
、
現
在
ノ
赦
職
員
ハ
其
學
校
ノ
出
身
者
二
偏
シ
テ
廣
ク
美
術
界
ョ
リ
適
材

ノ
畢
ゲ
ラ
ル
ル
モ
ノ
少
シ
且
ッ
老
朽
美
術
家
及
無
能
者
等
情
贋
的
二
庇
護

七
ラ
ル
ル
ガ
故
二
學
校
ハ
冗
員
ヲ
以
テ
溢
レ
ッ
、
ア
リ
教
授
ノ
不
適
任
者

〔
刻
力
〕

多
キ
ハ
彫
塑
科
ヲ
最
甚
シ
ト
ス

、
諸
學
科
ノ
講
義
ノ
如
キ
モ
赦
師
其
人
ヲ
得

ザ
ル
モ
ノ
多
シ

國
民
美
術
協
會

（『
美
術
週
報
』
第
百
六
号
。
大
正
五
年
四
月
十
六
日
）

五
、
現
校
長
ハ

美
術
教
育
家
ト
シ
テ
ノ
識
見
卜
誠
意
ト
ニ
乏
シ
ク
又
美
術
上

ノ
造
詣
浅
キ
ニ
モ
拘
ラ
ズ
美
術
家
タ
ル
各
科
教
授
ノ
＿意
見
ヲ
尊
重
ス
ル
コ
ト

ナ
ク
、
叉
教
授
會
ノ
協
議
二
基
キ
テ
諸
般
ノ
施
設
ヲ
ナ
ス
ノ
畢
二

出
デ
ズ
為

メ
ニ
美
術
赦
育
上
ノ
施
設
ヲ
誤
リ
幾
多
ノ
弊
害
ヲ
醸
ス
ニ
至
レ
リ

六
、
東
京
美
術
學
校
内
ノ
美
術
工
藝
諸
科
ニ
ハ
装
飾
美
術
ノ
根
本
義
ノ
数
へ

ラ
ル
ル
モ
ノ
ナ
シ
従
ッ
テ
其
出
身
者
ハ
理
想
高
キ
藝
術
家
ト
モ
ナ
ラ
ズ
又

有
用
ナ
ル
エ
人
ト
モ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ

七
、
圏
案
科
ハ
工
藝
圏
案
、
建
築
装
飾
ノ

ニ
部

二
分
タ
ル
ル
モ
雨
者
ハ
何
レ

モ
曖
昧
ナ
ル
立
場
ニ
ア
リ
、
闘
案
ノ
應
用
セ
ラ
ル
可
キ
各
種
工
藝
ノ
宜
技
卜

ノ
聯
開
乏
ッ
キ
ヲ
以
テ
（
僅
カ
ニ
エ
蘊
製
作
法
ノ
講
義
ア
ル
モ
）
工
藝
圏
案

部
ハ
宜
際
二
適
應
セ
ザ
ル
机
上
圏
案
家
ヲ
投
成
ス
ル
ニ
過
ギ
ズ
、
而
シ
テ
建

築
装
飾
部
ハ
勿
論
建
築
家
二
非
ズ

、
叉
聾
術
造
型
ノ
技
二
長
ケ
タ
ル
質
際
的

装
飾
美
術
家
ニ
モ
非
ザ
ル
一
種
崎
形
ノ
卒
業
者
ヲ
産
出
ス
ル
ノ
ミ

八
、
生
徒
ノ
宜
験
ヲ
主
要
ノ
目
的
ト
ス
ベ
キ
公
私
ノ
依
暖
製
作
ハ
本
束
ノ
趣

旨
ヲ
失
シ
テ
生
徒
見
學
ノ
便
乏
シ
ク
、
動
モ
ス
ピ
盆
早
二
製
作
請
負
二
類
シ

タ
ル
形
式
二
陥
リ
依
隅
ノ
認
諾
、
金
錢
ノ
授
受
等
二
闊
シ
公
私
ヲ
混
渚
セ
ル

〔
す
く
な
〕

形
跡
ア
リ
テ
弊
害
絃
二
装
ス
ル
モ
ノ
鮮
カ
ラ
ズ

九
、
参
考
品
ノ
購
入
二
閥
シ
テ
ハ
員
偽
ヲ
鑑
査
シ
、
債
格
ヲ
評
定
シ
、
参
考

品
ト
シ
テ
ノ
適
否
緩
急
ヲ
審
議
ス
ベ
キ
機
開
ヲ
設
ヶ
ズ
常
二
私
議
ヲ
以
テ
シ

特
二
赦
育
上
比
較
的
必
要
ナ
ラ
ザ
ル
骨
蓋
品
ノ
購
入
幣
多
ナ
ル
ガ
為
二
内
外

ノ
物
議
ヲ
招
ク
ニ
至
レ
リ
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ふ
の

こ
れ
に
対
し
て
文
相
が
次
の
よ
う
に
述
べ
た
と

日
）
が
伝
え
て
い
る
。

『
時
事
新
報
』
（
五
月
二
十
五

△
高
田
文
相
は
語
る
「
図
民
美
術
の
改
革
案
も
亦
世
評
を
も
注
意
し
て
見
て

ゐ
る
が
要
す
る
に
是
等
の
議
論
は
、

一
、
純
正
美
術
と
エ
藝
美
術
と
に
開
す

る
同
校
の
組
織
を
全
然
別
箇
の
物
に
謳
別
す
る
こ
と
、

二
、

数
職
員
の
洵

汰
、
こ
の
二
つ
の
意
見
に
蹄
着
す
る
様
で
あ
る
、
文
部
省
に
於
て
も
夙
く
に

該
問
題
に
閥
し
て
は
調
査
の
歩
を
進
め
て
ゐ
た
の
で
、
そ
の
結
果
、
世
間
に

偉
は
る
如
き
校
長
及
数
職
員
等
に
係
る
不
正
事
項
の
潜
ん
で
ゐ
な
い
こ
と
が

明
瞭
に
な
っ
た
従
っ
て
斯
る
一意
味
か
ら
現
在
の
数
職
員
に
到
し
淘
汰
を
行

△
必
要
な
き
は
勿
論
で
あ
る
左
様
で
は
な
く
、
宜
際
に
そ
の
任
に
堪
ふ
る

〔
し
か
し

能
力
の
な
い
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
自
ら
淘
汰
さ
れ
る
で
あ
ら
う
、

乍

な
が
ら
〕

併
こ
れ
ら
人
事
に
闊
し
て
俄
に
明
言
す
る
こ
と
は
避
け
た
い
と
思
ふ
、
第
一

の
純
正
美
術
と
エ
藝
美
術
と
を
謳
劃
す
る
は
余
も
至
極
賛
成
で
、
文
部
省
内

で
も
大
分
そ
の

む
き

△
有
盆
な
る
を
認
め
て
ゐ
る
向
が
多
い
、
正
式
に
で
は
な
い
が
正
木
校
長
も

そ
れ
に
は
同
意
見
で
あ
る
こ
と
を
何
日
か
漏
ら
し
て
ゐ
た
、
遠
か
ら
ず
そ
の

方
針
に
向
つ
て
改
革
さ
れ
る
で
あ
ら
う
が
、
鰹
費
の
問
題
も
あ
り
し
て
、
労

必
要
は
認
め
つ

4

も
急
に
打
行
は
さ
れ
相
も
な
い
、
然
し
も
っ
と
詳
し
い
具

罰
的
な
営
省
の
改
革
案
は
執
れ
他
日
顎
表
す
る
機
が
あ
ら
う
と
思
ふ
」

因
学
校
当
局
の
対
応

卒
業
生
有
志
や
国
民
美
術
協
会
、
岩
村
透
ら
の
批
判
に
対
し
、

正
木
校
長
は

五
月
五
日

主
任
会
議
を
新
設
し
て
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。
前
掲
『
黒
田
清
輝
日

記
』
に
は
そ
の
模
様
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

木
睛
（
鎌
倉
）

一
昨
夜
正
木
校
長
卜
談
合
ノ
結
果
蒲
主
任
會
議
新
設
ノ
事
ト
ナ
リ
午
前
十
時

登
校
萬
端
好
都
合
二
運
ビ
午
後
一
時
過
退
出
ス
…
・
:
・
:
・
:

四

月

十

四

日

午

後

函
夕
刻
ョ
リ
雨
（
鎌
倉
）

午
前
九
時
十
七
分
焚
登
校
先
ヅ
小
出
氏
ヲ
引
見
ス
夫
レ
ヨ
リ
ニ
三
ノ
事

項
二
付
校
長
卜
談
合
シ
後
チ
数
員
室
二
入
リ
研
究
科
ヲ
観
食
堂
ニ
テ
午
食
ヲ

取
リ
午
後
一
時
半
主
任
會
議
二
出
席
ス
四
時
會
議
終
リ
退
出
…
…
…

…
…
國
民
美
術
協
會
學
校
改
革
案
〔
欄
外
〕

四
月
二
十
一
日

夜
雨
（
鎌
倉
）

主
任
會
議
ノ
為
メ
午
前
九
時
五
十
六
分
焚
出
京
新
橋
ョ
リ
電
車
ニ
テ
上
野

ニ
到
リ
精
荘
軒
ニ
テ
午
食
ヲ
取
リ
一
時
登
校
先
ヅ
校
長
二
面
談
シ
提
出
ス

ベ
キ
要
件
ヲ
述
後
チ
會
議
二
列
ル
郁
チ
改
革
案
二
付
惹
見
ヲ
交
換
ッ
五
時

過
退
出
ス
…
…
…
…

…
…
美
術
週
報
掲
載
改
革
案
審
議
〔
欄
外
〕

金
睛
（
鎌
倉
）

…
…
…
午
後
一
時
過
食
堂
二
入
リ
テ
急
ギ
一
皿
ヲ
食
ッ
主
任
會
議
二

出
席
ス

大
村
〔
西
崖
〕
君
辟
意
ヲ
述
校
長
ヨ
リ
総
則
二
付
注
惹
ヲ
典
ヘ
ラ
ル

四
時
中
座

ス

又

大

村
君
ョ
リ

一
ノ
新
事
宜
ヲ
値
聞
セ
リ
：
・…
…

四
月
六
日

金
金

蝕
午
前
睛
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七

月

十

日

午

後

四

時

頃

駿

雨

遠

雷

午
前
九
時
ョ
リ
登
校
ス
改
正
規
則
ノ
草
案
印
刷
成
リ
主
任
會
議
開
カ
レ
テ

討
議
ス
其
結
果
尚
ホ
修
正
ヲ
加
ヘ
テ
協
議
ス
ル
「
一
卜
、
ナ
レ
リ

時
退
出
ス

こ
の
主
任
会
議
に
つ
い
て
は
外
に
資
料
が
無
く
、
詳
細
不
明
で
あ
る
が
、
右

の
記
述
に
よ
っ
て
国
民
美
術
協
会
の
東
京
美
術
学
校
改
革
案
が
討
議
さ
れ
た
こ

と
、
大
村
西
崖
の
辞
意
表
明
や
工
業
図
案
科
新
設
案
に
対
す
る
島
田
佳
突
の
大

反
対
論
な
ど
の
波
乱
が
あ
っ
た
こ
と
、
改
正
規
則
の
草
案
が
印
刷
さ
れ
た
こ
と

Iレ

月

午
前
小
雨

六
月
二
日

午
前
登
校
授
業

午
後
二
時
蹄
校

金

議
二
出
席
ス

科
新
設
ノ
説
明
ア
リ

キ
四
時
半
二
至
ル
：
・

風

可
決
七
リ

午
後

五
月
十
二
日
金
睛
（
鎌
倉
）

午
前
例
刻
登
校
授
業
ス
十
二
時
過
小
出
氏
ヲ
引
見
シ
又
玉
田
〔
文
作
〕

氏
弔
慰
金
ノ
件
外
―
ニ
ノ
用
向
ヲ
和
田
氏
等
卜
談
合
シ
午
後
一
時
半
主
任
會

〔
安

〕

圏
按
家
鹿
島
〔
英
二
〕
保
田
〔
祗
造
〕
二
氏
ノ
工
業
岡
案

右
雨
氏
退
出
後
島
田
〔
佳
突
〕
氏
ノ
大
反
射
論
ヲ
聴

零
時
三
十
分
ョ
リ
大
村
氏
卜
精
養
軒
へ
赴
キ
午
食
ヲ
取

〔
マ
マ

〕

主
任
會
議
ヲ
提
出

六

月

十

六

日

金

藝

…
…
…
主
任
會
議
終
リ
テ
校
長
二
十
三
日
〔
高
田
文
相
に
美
術
学
校
問
題
に

関
す
る
先
般
来
の
計
画
等
を
具
陳
し
た
こ
と
〕
ノ
様
子
ヲ
語
リ
…
…
…
…

と
記
さ
れ
て
お
り
、
抜
本
的
改
革
を
企
図
す
る
黒
田
ら
の
計
画
も
骨
抜
き
に
さ

れ
て
行
っ
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
『
黒
田
清
輝
日
記
』
を
読
む
と
、
黒
田
は
国

民
美
術
協
会
は
も
と
よ
り
卒
業
生
有
志
た
ち
と
も
接
触
し
、
正
木
や
大
村
、
あ

ト
ス

惜
ム
可
シ
…
…
…
…

ヲ
憚
聞
ス

四十四
五
五
教
官
会
議
関
係
書
類
」
に
そ
の
記
録
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ

っ
て
、
教
官
会
議
に
於
て
も
種
々
の
問
題
と
併
せ
て
規
則
改
正
問
題
が
と
り
上

げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
記
事
は
詳
細
を
欠
く
。
七
月
十
五
日
の
教

官
会
議
に
つ
い
て
は
や
は
り
『
黒
田
清
輝
日
記
』
に

七
月
十
五
日

〔
官
〕

午
前
八
時
登
校
九
時
頃
ョ
リ
午
後
一
時
頃
迄
敦
員
會
議
開
カ
ル
學
科
教

員
ノ
議
論
ハ
至
極
尤
二
聴
ク
人
多
ク
ド
ゥ
ャ
ラ
又
々
大
改
革
ノ
精
神
ヲ
失
ハ

ン
ト
ス
ル
ニ
似
タ
リ
反
封
ノ
諸
氏
卜
精
養
軒
ニ
テ
午
食
ヲ
取
リ
：

•
…

…
…

七

月

十

六

日

日

睛

昨
日
ノ
會
議
ハ
全
ク
改
革
ノ
主
旨
ヲ
没
却
ス
ル
モ
ノ
ニ
テ
裏
面
ノ
苦
心
ヲ
水

泡
二
蹄
セ
シ
メ
ソ
ト
ス
ル
ノ
傾
向
ヲ
示
ス
ニ
至
ル
是
亦
止
ヲ
得
ザ
ル
コ
ト

、
ハ
思
ヘ
ド
モ
遺
憾
ノ
至
也
…
…
…

七

月

十

七

日

月

晴

今
午
前
ハ

美
術
學
校
ニ
テ
改
正
規
則
二
付
専
ラ
學
科
数
員
ノ
意
見
ヲ
徴
ス
ル

コ
ト
、
ナ
リ
居
タ
リ
臨
時
登
校
セ
ル
和
田
〔
英
作
〕
君
ョ
リ
大
整
ノ
模
様

果
セ
ル
哉
肝
要
ノ
箇
條
二
修
正
ヲ
加
ヘ
テ
骨
抜
規
則
ヲ
作
ラ
ン

土

睛

こ
の
主
任
会
議
と
は
別
に
月
例
の
教
官
会
議
が
従
来
か
ら
あ
っ
て
、

が
は
っ
き
り
と
わ
か
る
。
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▲
杉
氏
は
曰
く
桧
査
は
先
月
二
十
二
日
か
ら
本
月
十
四
日
迄
連
日
績
行
し

英
三
郎
の
談
話
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

囮

る
い
は
福
原
文
部
次
官
や
高
田
文
相
と
も
協
議
し
た
り
し
て
お
り
、
岩
村
透
ほ

ど
過
激
で
は
な
い
に
し
て
も
改
革
問
題
に
積
極
的
姿
勢
で
臨
ん
で
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

黒
田
は
か
つ
て
美
術
学
校
改
革
に
関
す
る
意
見
書
を
提
出
し
た
こ
と
が
あ

る
。
そ
れ
は
本
書
3
8
S
4
7
頁
に
掲
げ
た
二
篇
で
あ
る
。
そ
れ
ら
と
今
回
の
国
民

美
術
協
会
の
改
革
案
お
よ
び
岩
村
透
の
論
説
と
を
比
べ
て
み
る
と
、
次
の
点
で

共
通
し
、
両
者
の
主
張
が
基
本
的
に
は
同
一
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
、
純
粋
美
術
と
美
術
工
芸
を
明
確
に
区
分
し
、
別
々
の
学
校
で
別
々
の
方

針
の
も
と
に
教
育
を
行
な
う
（
東
京
美
術
学
校
か
ら
工
芸
部
門
を
排
斥

す
る
）
。

二
、
美
術
学
校
に
は
絵
画
科
と
彫
刻
（
塑
）
科
の
み
を
置
き
、
美
術
家
養
成

を
唯
一
の
目
的
と
し
て
教
育
を
行
な
う
（
教
員
養
成
課
程
等
を
排
除
す

る）
。

三
、
画
一
主
義
を
と
ら
ず
、
各
科
ご
と
の
、

育
法
を
尊
重
す
る
。

ま
た
は
各
主
任
教
師
ご
と
の
教

会
計
検
査
と
校
長
譴
責

大
正
五
年
五
月
末
か
ら
六
月
に
か
け
て
本
校
の
会
計
検
査
が
行
わ
れ
た
。
上

記
の
よ
う
に
岩
村
透
ら
は
「
刑
事
問
題
を
も
提
起
せ
ん
覚
悟
」
で
計
理
上
の
問

題
を
暴
露
し
、
諸
紙
も
こ
れ
に
迎
合
し
て
世
の
関
心
を
煽
っ
て
い
た
さ
な
か
に

行
わ
れ
た
だ
け
に
注
目
を
集
め
た
。
六
月
十
六
日
の
『
万
朝
報
』
は
検
査
官
杉

正
木
美
術
學
校
長

〇
譴
責
せ
ら
る

直
彦

同
校
の
會
計
瞼
査
ハ
五
年
に
一
度
位
だ
っ
た
が
今
度
ハ
少
し
早
く
や
っ

併
し
世
間
の
疑
問
を
解
く
必
要
か
ら
も
同
校
の
為
め
に
早
い
方
が
可
い

と
思
ふ
、
四
日
以
前
に
通
知
し
て
急
に
行
ひ
、
例
な
ら
五
日
内
外
で
終
る
の

だ
が
今
度
ハ
非
常
に
詳
細
に
調
べ
た
の
で
廿
日
以
上
と
な
っ
た
、
併
し
普
通

學
校
と
異
り
俸
給
月
謝
の
外
に
種
々
な
製
作
用
品
を
莫
大
に
買
入
れ
又
ハ
委

嘘
製
作
も
あ
り
、
餘
程
複
雑
だ
か
ら
、
ま
だ
検
査
も

△
纏
ま
ら
ぬ
位
で
結
果
ハ
お
話
す
る
事
が
出
来
ぬ
勿
論
我
々
の
目
で
見
れ

ど
不
行
届
、
或
ハ
注
意
す
べ
き
鋏
黙
も
あ
り
、
同
校
の
會
計
が
完
全
で
あ
る

と
ハ
云
へ
ぬ
が
内
容
に
不
正
な
る
や
否
ハ
語
り
得
ぬ
、
我
々
ハ
刑
事
問
題
に

ハ
無
闊
係
で
あ
る
、
夫
れ
ハ
警
視
罷
の
仕
事
で
あ
る
、
只
我
々
ハ
會
計
上
に

法
規
に
披
ら
ぬ
貼
を
認
め
れ
バ
今
度
の
議
會
へ
提
出
す
る
繹
で
あ
る
、
内
容

も
今
月
末
に
ハ
判
然
す
る
で
あ
ら
う
が
問
題
が
起
る
と
す
れ
バ
夫
れ
か
ら
の

事
で
あ
る
、
云
々

こ
の
会
計
検
査
の
結
果
、
会
計
法
規
違
反
等
に
よ
り
十
一
月
四
日
付
で
正
木

校
長
に
譴
責
、
会
計
課
長
高
田
松
男
に
罰
俸
の
処
分
が
下
さ
れ
た
。
こ
れ
も
各

紙
が
大
々
的
に
と
り
上
げ
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
一
っ
、
十
一
月
八
日
付
『
時

事
新
報
』
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

會
計
の
法
規
違
反
と
整
理
不
穏
嘗
の
為
め

正
木
東
京
美
術
學
校
長
は
去
る
四
日
附
を
以
て
左
の
如
く
譴
責
せ
ら
れ
た
り

東
京
美
術
學
校
長
正
木

キ-,~ た
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右
に
就
き
正
木
校
長
は
曰
く
「
そ
れ
は
全
く
私
の
不
行
居
で
、
學
校
の
會
計

▽
昔
か
ら
の
習
慣
1
1
踏
襲
が
悪
か
っ
た
1
1

（
正
木
校
長
談
）

本
年
六
月
検
査
官
其
校
會
計
捉
地
検
査
に
方
り
會
計
に
開
す
る
法
規
違
犯

若
く
は
不
稔
嘗
の
整
理
と
認
め
ら
れ
た
る
事
勘
か
ら
ざ
り
し
は
平
素
監
督

不
行
居
の
致
す
所
に
し
て
職
務
を
怠
り
た
る
も
の
と
初
て
文
官
懲
戒
令
に

依
り
譴
責
す

之
れ
は
去
る
八
月
、
正
木
校
長
が
會
計
帳
簿
整
理
中
四
百
四
十
圃
の
不
足
金

を
登
見
し
同
校
會
計
主
任
高
田
松
男
が
私
金
を
以
て
之
を
蒲
縫
し
た
る
事
宜

に
よ
る
も
の
な
り
と

帳
海
に
は
、
學
校
の
金
と
校
友
會
及
私
自
身
の
金
等
公
私
混
合
し
て
つ
け
て

あ
る
の
で
、
斯
る
疎
漏
を
来
た
し
た
の
だ
、
高
田
會
計
主
任
は
減
俸
―
―
一
ヶ
月

に
慮
せ
ら
れ
一
昨
日
依
願
免
官
と
な
っ
た
、
同
時
に
私
も
譴
責
の
辟
令
を
受

取
っ
た
私
の
今
回
の
譴
責
さ
れ
た
主
な
原
因
は
美
術
學
校
は
外
の
學
校
と

違
っ
て
、
特
殊
の
學
校
綬
演
で
、
他
か
ら
製
作
を
依
隅
さ
れ
た
場
合
に
、
會

計
法
規
に
披
る
と
、
そ
れ
が
出
来
上
る
ま
で
の
喪
用
は

▽
政
府
か
ら
支
出
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
居
る
、
さ
う
す
る
と
製
作
に
要
す

る
費
用
は
一
時
支
出
の
途
が
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
、
製
作
者
並
に
職
人
逹

は
員
に
氣
の
毒
で
あ
る
か
ら
學
校
で
は
便
宜
上
、
適
宜
に
其
牲
用
を
支
辮
し

て
置
き
、
出
来
上
っ
た
後
初
め
て
政
府
か
ら
全
部
の
鰹
費
を
受
取
る
こ
と
に

し
て
居
た
、
是
は
岡
倉
覺
一
＿
一
氏
が
校
長
時
代
か
ら
の
習
慣
で
あ
る
、
又
四
百

四
十
園
の
不
足
を
埋
め
た
こ
と
も
斯
る
方
法
は
岡
倉
氏
時
代
か
ら
慣
習
で
あ

つ
て
、
今
日
迄
行
っ
て
来
た
又
其
間
幾
度
か
會
計
椋
査
院
の
検
査
を
受
け

た
が
何
ん
の
こ
と
も
な
か
っ
た
、
然
る
に
今
回
は
規
則
が
瑳
つ
た
繹
で
も
な

い
の
に
突
然
譴
責
さ
れ
た
の
で
あ
る
、
多
分
検
査
が
厳
格
に
な
っ
た
為
め
で

あ
ら
う
と
思
ふ
、
之
に
鑑
み
て
委
啜
製
作
も
今
後
は
萬
已
む
を
得
ざ
る
場
合

を
除
く
の
外
は
餘
り
應
じ
な
い
方
針
を
と
る
積
り
で
あ
る
」

△

「
美
術
學
校
問
題
も
之
で
一
段
落
で
す
」

「
生
徒
〕

1
1
學
生
監
大
村
西
崖
氏
は
曰
く
1
1

〔
一
字
欠
〕

◇
大
村
西
崖
氏
は
曰
く
「
學
校
の
数
口
は
官
吏
で
あ
る
か
ら
其
の
謝
證
は
助

手
の
名
義
で
受
領
し
之
を
牧
入
に
組
入
れ
る
こ
と
に
し
て
い
る
、
検
査
院
は

こ
4

か
ら
眼
を
つ
け
始
め
た
の
で
あ
ら
う
が
製
作
者
の
便
宜
を
計
つ
て
校
長

の
所
為
が
偶
々
法
規
に
燭
れ
校
長
の
費
い
履
歴
に
一
の
汚
貼
を
残
し
た
こ
と

は
宜
に
お
氣
の
毒
に
堪
え
ぬ
、
併
し
世
の
所
謂
美
術
學
校
問
題
は
こ
れ
で
一

段
落
で
す
よ
」
更
に
卒
業
生
大
會
に
て
は
之
を
以
て
宜
行
方
法
に
移
る
機
會

と
し
調
査
委
員
會
並
に
登
起
人
大
會
か
既
記
の
如
く
九
日
夜
上
野
韻
松
亭
に

催
す
由
な
り

四
東
台
美
術
会
の
波
乱

校
長
譴
責
処
分
が
下
さ
れ
た
後
、
十
一
月
二
十
五
日
に
は
倶
楽
部
で
東
台
美

術
会
の
総
会
が
開
か
れ
、
二
月
の
評
議
会
で
老
成
派
に
圧
街
さ
れ
て
改
革
問
題

を
静
観
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
て
い
た
少
壮
派
が
攻
勢
に
出
て
同
会
の
依
嘱
製

作
事
業
廃
止
、
役
員
改
選
の
決
議
に
至
ら
し
め
た
。
翌
日
の
『
東
京
日
々
新

聞
』
は
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

0
火
花
を
散
ら
し
た
東
墨
美
術
會

▽
大
論
戦
の
末
依
啜
製
作
を
麿
止
し

▽
遂
に
陰
謀
組
の
役
員
を
排
斥
す

正
木
美
術
學
校
長
を
會
長
と
し
大
村
西
崖
、
白
井
雨
山
諸
氏
を
役
員
と
せ
る
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⑳
改
革
運
動
の
結
末

校
内
に
於
け
る
生
徒
の
反
抗
運
動
は
逸
早
く
収
ま
り
、
平
常
の
授
業
が
行
わ

れ
て
い
た
反
面
、
校
外
で
は
以
上
述
べ
た
よ
う
に
改
革
運
動
が
大
ぎ
く
盛
り
上

が
り
、
世
間
が
注
目
す
る
中
で
会
計
検
査
が
行
わ
れ
て
、
そ
の
結
果
、
正
木
校

長
譴
責
、
高
田
会
計
主
任
減
俸
の
処
分
が
下
さ
れ
た
。
高
田
は
明
治
二
十
七
年

か
ら
本
校
の
事
務
員
を
つ
と
め
て
い
た
人
で
、
同
三
十
七
年
に
会
計
主
任
と

な
っ
た
が
、
本
校
の
会
計
事
務
が
煩
瑣
を
極
め
た
た
め
神
経
を
病
み
、
さ
ら
に

べ
り

東
登
美
術
會
大
會
は
昨
日
午
後
一
時
よ
り
東
京
美
術
學
校
倶
楽
部
内
に
て
開

催
正
木
校
長
鋏
席
、
大
村
氏
代
理
、
和
田
英
作
、
朝
倉
文
夫
氏
等
其
他

▼
百
二
十
餘
名
参
會
せ
り
白
井
理
事
の
庶
務
報
告
、
島
田
〔
佳
突
〕
理

事
の
會
計
報
告
を
終
つ
て
規
則
改
正
の
件
に
入
る
や
剪
頭
同
會
の
依
嘘
製
作

〔
芸
ヵ
〕

に
就
て
議
起
り
金
工
、
漆
工
の
工
業
美
術
側
は
依
嘘
製
作
の
搬
績
を
主
張
し

箱
甕
、
彫
刻
の
純
美
術
側
は
啜
止
を
主
張
し
激
論
沸
騰
の
結
果
彫
刻
の
小
倉

右
一
郎
氏
は
起
つ
て

▼
依
嘱
製
作
に
於
け
る
醜
事
宜
及
其
弊
害
を
論
じ
た
る
結
果
終
に
今
後
同

依
啜
製
作
は
全
麿
に
決
し
猶
卒
業
生
大
會
に
て
問
題
と
な
り
し
所
謂
陰
謀
組

の
大
村
、
白
井
等
の
役
員
を
全
部
改
選
す
る
こ
と
と
な
り
午
後
五
時
閉
會
せ

る
が
近
頃
に
な
き
議
論
沸
騰
の
終
始
を
見
た
り
改
選
方
法
に
就
て
は
不
日

在
京
の
會
員
に

▼
投
票
用
紙
を
配
り
選
畢
を
行
ふ
べ
く
改
選
の
上
は
比
際
規
則
改
正
し
情

い
き
ま
き

弊
を
一
掃
す
べ
し
と
硬
派
側
は
敦
園
居
れ
り
尚
國
民
美
術
協
會
の
規
則
改

正
は
一
っ
橋
の
學
士
會
に
て
午
後
四
時
頃
よ
り
畢
行
し
来
會
者
四
百
名
に
及

大
正
五
年
五
月
二
日
、
平
田
松
堂
が
図
画
師
範
科
日
本
画
授
業
嘱
託
と
し
て

④
 

大
正
三
年
以
降
は
開
校
満
二
十
五
年
記
念
事
業
や
御
大
典
関
係
の
依
嘱
製
作
事

業
が
重
な
り
、
今
回
ま
た
わ
ず
か
な
法
規
違
反
に
よ
っ
て
減
俸
処
分
を
受
け
る

な
ど
し
て
病
が
悪
化
し
、
処
分
の
当
日
本
校
を
辞
職
し
た
。

こ
う
し
た
処
分
が
あ
っ
た
後
、
卒
業
生
有
志
の
中
に
は
一
部
議
員
と
通
じ
て

問
題
を
議
会
に
ま
で
持
ち
込
も
う
と
す
る
者
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
そ
こ
ま
で

に
は
至
ら
ず
、
言
論
界
も
急
速
に
沈
静
化
し
て
行
っ
た
。
沈
静
化
の
最
も
大
き

な
原
因
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
改
革
派
の
急
先
鋒
岩
村
透
の
病
が
悪
化
し
た
こ

と
で
あ
る
。
岩
村
は
運
動
の
成
果
も
十
分
得
ら
れ
な
い
ま
ま
、
翌
大
正
六
年
八

月
十
七
日
に
死
去
し
て
し
ま
っ
た
。
岩
村
の
、
人
身
攻
撃
を
も
辞
さ
ぬ
過
激
な

美
術
学
校
批
判
や
美
術
界
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
ヘ
の
煽
動
は
、
時
に
は
蟹
盛
を

買
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
に
身
を
挺
し
て
真
向
か
ら
本
校
に
改
革

を
迫
っ
た
人
は
外
に
無
い
と
言
っ
て
よ
く
、
そ
の
改
革
案
の
是
非
は
兎
も
角
と

し
て
美
術
教
育
に
対
し
て
示
し
た
熱
意
は
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
本
校
に
於
て
は
前
出
『
黒
田
清
輝
日
記
』
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
主

任
会
議
で
改
革
問
題
が
検
討
さ
れ
、
教
官
会
議
も
開
か
れ
、
各
科
、
各
部
門
か

ら
の
改
革
案
提
出
が
あ
り
、
協
議
が
続
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
中
で
黒
田
の
言
う

「
大
改
革
の
精
神
」
が
次
第
に
失
わ
れ
、
結
局
、
各
科
、
各
部
門
で
検
討
を
重

ね
た
上
で
実
施
で
き
る
も
の
か
ら
改
革
を
実
施
し
て
ゆ
く
こ
と
に
帰
着
し
た
。

そ
し
て
、
人
事
刷
新
、
教
育
制
度
改
革
等
が
徐
々
に
進
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
を
土

台
と
し
て
大
正
十
二
年
に
至
っ
て
「
東
京
美
術
学
校
規
則
」
の
大
幅
な
改
正
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

平
田
松
堂
採
用
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